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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己
評価 

関係者 
評 価 

意見 

ア 

生徒の学習習慣を確立し、

主体的で対話的な深い学び

により確かな学力を定着さ

せる。 

●一日平均家庭学習

時間：昨年比＋10 分  

●授業評価で「授業が

わかる」と答える生徒

の割合：80%以上 
Ｂ Ｂ 

・家庭学習時間は増えていることは生徒

の気持ちが学校に向いていることの現

れの一つと考えられる。 

・生徒アンケートでは毎日の学習時間

30 分未満が大多数であり気になる。 

・スマホ依存は気になるが、オンライン

講座の利用等、授業内容の理解度向上に

活用したい。 

イ 

規範意識が高く、学校や社

会のルールやマナーを順守

し、TPO に応じた礼儀作法

や言葉遣い、振舞い、爽や

かな挨拶ができる生徒を育

成する。 

●基本的生活習慣や

きちんとした頭髪服

装ができていると答

える生徒の割合：80%

以上 

●挨拶がきちんとで

きていると答える生

徒の割合：80%以上 

●交通事故発生件

数：対前年比-10% 

●自転車指導件数：対

前年比-10% 

Ａ Ａ 

・規範意識が高まり基本的な生活習慣が

安定し、挨拶を積極的にするなど社会性

が育つことは、周囲から自らの資質・能

力を伸長させるための支援を受けやす

くさせる。 

・教師の見方と生徒の自己診断と同じ

(近い)ところがよい。 

・校外で見かける姿は清潔感があり、挨

拶も気持ちよくできている。 

・保護者や地域の方々の協力もあり、お

おむね達成できている。 

・自転車の指導件数が増えていることは

注視したい。ヒヤリハットの法則によ

り、事故に直結する恐れがある。 

・自転車指導は生徒の命を守るために絶

対に必要。 

ウ 

キャリア教育を推進し、大

学・行政・企業等との連携

を図りながら生徒の進路意

識を高め、進路実現のため

の適切な支援を行う。 

●進路意識で「目指す

方向がある」と答える

生徒の割合：70%以上 

●「学校は進路指導を

熱心にしてくれる」と

答える保護者の割

合：80%以上 
Ａ Ａ 

・就職希望者が全員内定をもらえたのは

進路意識を高める学校運営の効果。今後

も出口指導に終わらず生徒が予測不能

の未来社会で主体的に生きていけるよ

う、生き方あり方を考えることができる

キャリア教育の実践を。 

・本校卒業生による進学説明会は非常に

よい活動。今後も続けてほしい。 

・インターンシップやオープンキャンパ

ス参加で目標を可視化できたのでは。 

・親の期待に応えているのは学校として

誇れること。 

エ 

総合的な探究の時間や学校

行事、ホームルーム活動、

部活動等を通して、主体性

や社会性、思いやりと共生

の心を育てる。 

●自分に良い所があ

ると思える生徒：80%

以上 

●他人への手助けや

ボランティア活動を

行った生徒：80%以上 
Ｂ Ｂ 

・我が国の児童生徒の自己肯定感の低さ

は留意が必要。 

・自信がない生徒が増えている？思いや

り、共生の心は育っているが。 

・小さな目標を立てさせ達成する、成功

体験の積み重ねが必要。 

・自分に良いところがある…生徒の答え

が両極端なのはなぜか？ 

・ボランティアの機会が少ないか？ 
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オ 

生徒の心身の健康や多様な

家庭環境に対応するため、

相談体制を整えるととも

に、専門職と連携しながら

支援にあたる。 

●「先生方は悩みや相

談に応じてくれる」と

答える生徒の割合：

80%以上 
Ａ Ａ 

・小規模校の良さを生かして一人一人の

生徒に教職員が向かい合っている成果。 

・それぞれの関係がうまく機能し信頼が

生まれている。 

・目が行き届き支援できる環境である。

生徒の声に耳を傾けてほしい。 

カ 

保護者や地域に対して積極

的な情報発信を行い、開か

れた学校づくりを推進す

る。 

●「学校は情報を良く

提供してくれる」と答

える保護者の割合：

80%以上 
Ｂ Ａ 

・学校ホームページに日々の生徒の活動

が掲載・更新され充実している。 

・今後は複数の方法による情報発信が求

められる。 

・地域に学校の情報を伝えてくれてい

る。今後どうなるのかその都度情報を提

供していってほしい。 

・生徒が配布物を渡さない場合もある

か？ 

キ 
自然災害や交通事故から生

徒を守り、安心安全な学校

づくりを推進する。 

●学校の施設設備の

定期点検の実施 

●経営予算について

は法令順守、相互チェ

ックにより、適正に執

行する。 

●定時退勤日、部活動

休業日を設け、適切に

休養を取る。 

●健康意識やコンプ

ライアンス意識を高

めるため、月１回委員

会を開催する。 

Ａ Ａ 

・安全安心な学校づくりは生徒のみなら

ず教職員にも重要。 

・相互に声をかけ合い、健康面のチェッ

クやコンプライアンスの意識を高め合

っているからこそできること。 

・大きな事故もなく、教員は温かい目で

生徒を見守ってくれている。 

・問題点があった場合はそれをもとに新

構想高校に生かしてほしい。 

・引き続き生徒の安全のために努めてほ

しい。 

ク 
新構想高校への改編に伴う

情報発信を積極的に行う。 

●所管課と連携し、新

構想高校について生

徒保護者、地域や中学

校に適切に情報発信

していく。 

Ａ Ａ 

・地域の中学校のみならず小学校の教職

員や保護者を巻き込み、多くの情報を収

集し、複数の方法による情報発信が必要

になる。 

・ホームページを有効活用してアピール

してほしい。 

・その他、地域へのポスター掲示（バス、

電車、スーパー、電柱等）やＣＭなども

有効である。 

・地域の期待は大きい。金谷中はじめ金

谷地域に魅力を発信してほしい。 

・適切な情報発信に期待している。 

・情報の継続的発信を。 

 


